
 

須藤義人(すどう・よしひと） 

1976 年神奈川県横浜生まれ。2000 年早稲田大学社会科学部卒業(比較基層文化論)、2007 年沖縄県立芸術大学大学院博士課程単位取得退学(芸術文化学)。現在、映像民俗学者(沖縄大学人文学部こども文化学科

准教授)、映画助監督(元 NPO 法人沖縄映像文化研究所理事)、宗教実践者(スリランカ上座部仏教僧)。著書に、『久高オデッセイ』(晃洋書房、2011 年)、『マレビト芸能の発生―琉球と熊野を結ぶ神々』(芙蓉書房出版、

2011 年)、『共生と循環のコスモロジー――日本・アジア・ケルトの基層文化への旅』(共著、池田雅之編、成文堂、2005 年)、映像作品(助監督)に、「久高オデッセイ 第一部」(NPO 法人沖縄映像文化研究所・文化庁助成、

2006 年)、「フェーヌシマのきた道」(沖縄大学映像民俗学研究フォーラム・ポーラ伝統文化振興財団、2007 年)、「古宇利島・神々の祭り」(今帰仁村教育委員会・地域創造助成、2010 年)、「久高オデッセイ 第二部・生章」

(NPO 法人沖縄映像文化研究所・文化庁助成、2011 年)などがある。第四回「猿田彦大神と未来の精神文化」研究助成一席(2001 年)、第六回「司馬遼太郎フェローシップ」(2003 年)を受賞。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジュンク堂書店那覇店 トークイベント 

 

 

南城市市長 瑞慶覧長敏さん 

 

 

芙蓉書房出版刊「神の島の死生学」出版記念イベント  

『世界遺産と無形文化遺産の魅力  

 

 

紙ハブと呼ばれた男 

   

 

 

  

 

● 日時： 2019 年 ９月 ７日 （土） １７ 時～  
 

● 会場： ジュンク堂書店那覇店 B1F イベント会場 

 

司会：  琉球・沖縄センター長   緒方修さん 

 

 

～文化財保護と活性化について文化政策の視点から考える～』  

 

   

 

 

  

 

紙ハブと呼ばれた男金平茂紀の新・ワジワジー通信」 

発売記念トークイベント 

トーク出演：著者・沖縄大学准教授 須藤義人さん 

 

㈶東アジア共同体研究所 


